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産業の変革とエッジコンピューティングの台頭

 産業環境は進化を続けており、効率性、コスト削減、生産性の向上を通じて実質的なビジネス価値をも
たらす技術的進歩が促進されています。これにより、企業は意思決定からセキュリティ管理の確立まで、
あらゆる事柄に対するアプローチの方法を見直すようになっています。

 産業分野が技術変革の時代を迎える中、エンタープライズ・アーキテクチャは急速な進化を遂げてい
ます。この進化は、IT フレームワークの統合が進み、これらのアーキテクチャがオペレーショナル・テクノ
ロジー (OT) の領域に拡大していることによるものです。

 企業は、データのより効果的な活用、効率性の向上、業務の最適化を目指しています。この変革の重要
な要素のひとつがエッジコンピューティングです。これは、一元化されたデータセンターだけに頼らず、
データの生成元により近い場所でデータを処理する能力です。

 コンピューティング能力が産業システムのエッジに移動すると、組織はソースにより近い場所で処理さ
れたデータに基づいてリアルタイムでの意思決定を行うという利点を得ることができます。このシフトに
より、運用上の効率が向上し、レイテンシーが短縮され、予測メンテナンスやリアルタイム分析などの新
しいアプリケーションがサポートされます。

 この移行を支えるコンテナ・オーケストレーションや仮想化などのテクノロジーは、インフラストラク
チャ管理の柔軟性と拡張性の向上につながります。つまり、産業システムはもはや固定的なハードウェア
構成に限定されるものではなく、ハードウェアとソフトウェアを分離することで自動化を変革するソフト
ウェア・デファインドの制御戦略から恩恵を受けることができます。

 産業組織では、この変革は柔軟性の向上、より迅速な更新、よりコスト効率の高いイノベーションの機
会を生み出します。

先進的な産業向けエッジ・プラットフォームの必要性

 産業環境は従来、接続されていないシステムと老朽化したハードウェアに依存しており、アジリティと
拡張性が制限されていました。たとえば、システム間のやり取りがほとんどなく、独立して稼働している
個々の工場や生産ラインでは、効率性が損なわれ、データの移動が遅くなり、業務全体の可視性が制限
されます。

 従来の OT 環境は安定性と長寿命を目的として構築されてきました。しかし技術の進歩に遅れを取らな
いためには、先進的な IT システムと統合する必要があります。組織に必要なのは、多様かつ断片化してい
ることが多いインフラストラクチャへのアプリケーションのデプロイを統合し自動化できるプラットフォー
ムです。

Red Hat の産業向けエッジ・
プラットフォームは、高度なエ
ンタープライズ機能をユーザーフ
レンドリーな方法で産業用ネッ
トワークのエッジに拡張するこ
とで、産業オペレーションを最
適化するよう設計された包括
的なソリューションです。
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 先進的な産業向けエッジ・プラットフォームは、これらの課題に対応し、ビジネスが以下のことを実現で
きるよう支援するツールやフレームワークを提供します。

 � 相互運用性の向上：相互運用性は、デジタル変革の重要な要素です。エッジのエコシステムは、従
来のワークロードとモダナイズされたワークロードの両方に道筋を提供して、変化するパラダイム間
の移行を容易にし、組織が障害なく拡張できるようにする必要があります。   
 
 製造環境では、工場内の機械が旧式のプログラマブル・ロジック・コントローラー (PLC) を使用し
て貴重なデータを生成している場合がありますが、企業の他の部門でそのデータにリアルタイムでア
クセスできるとは限りません。        
 
 産業向けエッジ・プラットフォームは、このデータをエッジで処理し、関連する知見を一元管理シ
ステムに送信できる柔軟性と拡張性をもたらします。相互運用性により、製造業者は原材料の処理
から製品の生産に至るまでの業務について、より包括的な全体像を得ることができ、意思決定と業
務効率の改善につながります。

 � オーケストレーションとセキュリティの改善：IT 自動化ツールを OT 環境に統合することで、先進
的な産業向けエッジ・プラットフォームは、これまで分離されていたプロセスのオーケストレーション
と自動化を可能にします。これには、OT デバイスの構成と管理の自動化、アプリケーションとアップ
デートのデプロイ、セキュリティポリシーの一元的な適用などが含まれます。   
 
 制御用ソフトウェアの定期的なアップデートが必要な、複数の組み立てラインを持つ工場で考え
てみましょう。IT の自動化がなければ、各システムで手動による設定が必要となり、時間がかかりエ
ラーが発生しやすいプロセスとなります。産業向けエッジ・プラットフォームを IT 自動化と併用するこ
とで、工場はすべての OT デバイスにソフトウェアアップデートを同時にデプロイでき、ダウンタイム
を削減し、エラーを最小限に抑え、一貫したパフォーマンスを維持することができます。この自動化さ
れたオーケストレーションにより、手動メンテナンスの負担やリスクなしに生産規模を拡大すること
ができます。

 � ソフトウェア・デファインド制御 (SDC) の提供：産業向けエッジ・プラットフォームは、セキュリティ
を重視した方法で制御システムを仮想化するためのインフラストラクチャと管理ツールを提供するこ
とで、SDC のライフサイクル管理を改善します。これにより、製造業者は複数の拠点にわたる制御プ
ロセスの標準化、システムの遠隔更新、生産ラインの最適化を最小限の中断で実現できます。製造環
境において極めて重要な、リアルタイムの監視と意思決定をサポートします。   
 
 たとえば、生産ラインでロボットアームを使用している製造業者は、SDC を導入すると、物理的な
ハードウェアを変更することなく、ロボットの動作を調整することができます。製造業者が新しい製品
のバリエーションを導入する必要がある場合、制御ロジックはソフトウェアを介して更新することがで
きます。場合によっては、これらの更新をすべての製造拠点全体で管理するエッジ・プラットフォーム
を介して行うことも可能です。その結果、アジリティが向上し、ハードウェアのアップグレードにかかる
コストが削減され、新しい生産要件に適応するまでの時間が短縮されます。

 � 意思決定と予知保全への人工知能 (AI) の使用：産業向けエッジ・プラットフォームは、データが生成
される場所の近くにあるエッジで AI モデルを実行するために必要な演算能力と拡張性を提供しま
す。これにより、レイテンシーが発生する可能性のあるクラウド処理に頼ることなく、リアルタイムの
意思決定と予測分析が可能になります。また、エッジ・プラットフォームにより、AI モデルの継続的な
更新および複数のサイトへのデプロイも可能になるため、すべてのシステムが最新のアルゴリズムと
知見の恩恵を受けられるようになります。       
 
 食品加工工場などの大規模な製造および産業現場では、さまざまな生産ライン全体にわたって温
度、湿度、圧力などの要素を測定するセンサーにより、膨大な量のデータが毎分生成されています。
AI モデルを実行するエッジ・プラットフォームは、このデータをリアルタイムで分析し、生産変数を最
適化することができます。温度を調整して一貫した製品品質を維持するなどがその一例です。この迅
速な意思決定能力は、無駄の削減、製品品質の向上、全体的な効率の改善に役立ちます。

R e d  H a t  A n s i b l e 
Automation Platform は、
戦略的な自動化のための統合ソ
リューションです。ドメイン間の
自動化を拡張し、不可欠なワー
クフローのオーケストレーショ
ンを行い、IT 業務を最適化して
エンタープライズ人工知能 (AI) 
の導入を成功させるために必要
なセキュリティ、機能、統合、柔
軟性を組み合わせています。
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 産業向けエッジ・プラットフォームのモダナイズは、製造および産業環境全体にわたってテクノロジー
の価値を最大限に引き出すための鍵となります。分断されたシステムを統合し、OT 領域に IT の自動化を
もたらし、ソフトウェア・デファインド制御を管理するためのプラットフォームを提供することで、新たな
レベルの効率性、アジリティ、革新性が実現し、データ主導型の世界で産業が競争力を維持するのに役
立ちます。

Red Hat のプラットフォーム・アプローチの導入

 Red Hat は数十年にわたり、オープンソース・コミュニティの発展を主導し、コラボレーションを促進し
て、産業および製造事業を支援する技術的進歩を加速してきました。Red Hat のビジョンは、計算処理を
効率化するサービスを促進および実現することで、ユーザーが価値をもたらすワークフローに集中できる
ようにすることです。

 Red Hat® の産業向けエッジ・プラットフォームは、オープンソースのツールおよびテクノロジーをベース
に構築されており、スケーラブルで相互運用性があり、柔軟なコンピューティング環境をサポートするよ
うに設計されています。これらの環境は、AI、機械学習 (ML)、エッジコンピューティングに伴う集中的
なワークロードを扱う組織にとって特に重要です。これらのプラットフォームは、複数の主要製品および
サービスを統合し、セキュリティを重視した反復可能な方法で、産業用エッジワークロードを管理するた
めの包括的なソリューションを提供します。

 Red Hat のアドバンスト・コンピューティング・プラットフォーム (ACP) は、モダナイズされた OT 環境
におけるデータ収集、履歴化、イベント管理、分析ワークロードに関する運用をオーケストレーションし
て管理するためのプラットフォームです。これは、ハードウェアからアプリケーション・プログラミング・イ
ンタフェース (API) 層に至るまで、より優れた相互運用性を構築するために不可欠な基盤です。産業シス
テムが進化するにつれて、ACP によってワークロードの一貫性のあるセキュリティ重視のライフサイクル
管理が実現し、変更の影響が軽減されます。

 ACP は、単一のコンピュートノードから大規模なクラスタ実装までさまざまなデプロイ対象を網羅し、
一貫した反復可能なデプロイメント・プロセスを確立して、手作業を最小限に抑えます。これまでソフト
ウェアをアップグレードするにはメディアを物理的にサイト間で持ち運んでインストールする必要があっ
た環境において、ACP によって管理者は適切なインストール基準を定義でき、デプロイ後のアプリケー
ション・エコシステムのデプロイメントと健全性が管理されます。仮想化およびコンテナ化されたワーク
ロードの両方を管理することで、ACP は、モダナイズの成熟度曲線のどの段階にあっても、さまざまなア
プリケーションのエコシステムを促進します。

 Red Hat Ansible® Automation Platform は、一貫性を高め、手作業を削減し、リソースの使用を最適化
することで、産業組織が自動化の実践方法を統一するのを支援します。従来、OT システムは独立して運用
されてきました。しかし Ansible Automation Platform は、運用システムのオーケストレーションと標準化
を最適化することで、OT インフラストラクチャを IT 環境と同様の方法で管理できるようにします。

Red Hat のパートナーエコシステムによる産業向けエッジの強化

 Red Hat は広範なパートナーエコシステムを通じて、産業向けエッジを強化します。このパートナーエコ
システムには、リアルタイム制御やネットワーク自動化からサイバーセキュリティやデバイス管理まで、産
業業務のさまざまな側面の強化に重点的に取り組むテクノロジーリーダーとのコラボレーションが含ま
れます。

パートナーシップによるイノベーション 

 インテルとのコラボレーションにより、Red Hat は産業用制御の構築および運用に対する先進的なア
プローチを提供する新たな産業向けエッジ・プラットフォームを発表しました。何十年もの間、製造業に
おけるイノベーションは、老朽化した産業用制御システムや分断された組織構造による制限によって妨げ
られてきました。

1    Patrick Arnold、「産業向けエッジ・プラットフォームは先進的なエンタープライズ・アーキテクチャの基盤」、Arc Advisory 
Group (Red Hat 後援)、2024 年 9 月。

プラットフォーム・アプローチ
の力エッジコンピューティン
グ、仮想化、ソフトウェア・デ
ファインド制御などのテクノロ
ジーやフレームワークの統合は、
OT のステークホルダーに高い
効率性とアジリティをもたらし
ますが、ビジネス価値を完全に
引き出すには、包括的なエンド
ツーエンドのプラットフォーム・
ソリューションが必要です。1

Red Hat のアドバンスト・コ
ンピューティング・プラット
フォーム (ACP) は、モダナイ
ズされ、進化を続ける  OT 環
境のスケーラビリティ、柔軟性、
相互運用性を強化するために
必要なすべてのサービスと機
能を提供します。
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 このプラットフォームでは、組織はオープンなエッジ・プラットフォームのメリットを活用できるので、コ
ンポーネントの統合を単純化して産業オートメーションのための使いやすく信頼性の高いソリューション
を実現できます。ABB、シュナイダーエレクトリック、Codesys といった業界のリーダー企業は、すでにこ
のような新しい産業エッジ・プラットフォームを成功裏に導入し、先進的な産業制御を構築するべく取り
組んでいます。

 たとえば、ABB は自動化ソリューション Ability Edgenius を Red Hat OpenShift® と Red Hat 
Device Edge 上で稼働させており、エッジおよびハイブリッドクラウド環境全体にわたる産業用ユース
ケースの運用上の一貫性を拡張しています。

 こうしたコラボレーションにより、Red Hat は、製造におけるリアルタイムの意思決定であれ、重要な
インフラストラクチャにおけるセキュリティ重視のデバイス管理であれ、産業顧客に固有のニーズを満た
すカスタマイズされたソリューションを提供することができます。

 産業アーキテクチャが進化し続ける中、組織は柔軟性、拡張性、革新性を提供するプラットフォームを
導入しなければなりません。Red Hat の産業向けエッジ・プラットフォームは、エッジにおける複雑なワー
クロードを管理し、一貫したパフォーマンスを実現し、セキュリティポスチャを強化し、リアルタイムでの
意思決定を可能にするための包括的なソリューションを提供します。

詳細はこちら

 お客様が今日の課題に自信を持って対応しながら、明日のイノベーションに備えるために、Red Hat の
オープンソース・イノベーション、堅牢なパートナーエコシステム、そして業界をリードするテクノロジーが
どのように支援できるかをご覧ください。

 詳細情報またはデモの予約については、Red Hat アカウント・エグゼクティブにお問い合わせください。

2   「Schneider Electric delivers next-generation, open automation infrastructure in collaboration with Intel and 
Red Hat」、シュナイダーエレクトリック、2024 年 6 月 2 日。

3    Francis Chow、Bernhard Eschermann、「ABB と Red Hat：産業エッジでオペレーショナル・エクセレンスを実現」、 
Red Hat ブログ、2023 年 5 月 24 日。

「オープンかつ相互接続された
商用ソリューションは、固定的
な機能を持つプロプライエタ
リー・デバイスから、柔軟で動
的なソフトウェアベースのイン
フラストラクチャへの移行を促
進してくれます」2

Christine Boles 氏  
インテル ネットワークエッジグ
ループ副社長兼連邦および産
業ソリューション担当ゼネラル
マネージャー

「Red Hat Device Edge およ
び Red Hat OpenShift が提
供できるのは、エッジデバイス
の非常に小さなデプロイメン
ト・フットプリントから非常に大
規模なスケールアウト・システ
ムに至るまで一貫したプラット
フォームです。これにより、ABB 
は自社の得意分野に集中する
ことができます」3

Francis Chow (フランシス・
チョウ)    
Red Hat 車載オペレーティン
グシステムおよびエッジ バイス
プレジデント兼ゼネラルマネー
ジャー
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